
デジタル作品や映像作品を持参する場合は、パソコン・タブレット・スマートフォンなどの再生装置に
記録して持参してください。再生装置やバッテリー、インターネット回線の貸出はおこないません。
映像作品を持参する場合は、限られた時間内に提示できるようにしてください。

全学科共通

建築・環境
デザイン学科

建築・環境デザイン分野への適性を判断する材料としますので、自ら制作の意図や制作過程における工夫など
を説明できる作品や、建築・環境デザイン分野への学習意欲をアピールするための資料を持参してください。
具体例としては、 以下のようなものがあげられます。
・ 学校の授業で取り組んだデッサンや立体造形などの作品
・ クラブ活動や地域行事などで取り組んだことの成果品や、活動の記録をまとめた資料
・ 自宅学習で制作したイラストや模型などの作品 ・地域の行事などへの参加体験をまとめた記録
・ 興味を持ったインテリア、建物、街並みについて、調べたり感じたりした内容をまとめたレポート

メディア
芸術学科

過去３年以内の作品を持参してください。絵画、イラスト、まんが、映像、立体物等、作品の種類は問いません。
自分の個性や得意な事柄をアピールできる作品や取り組みの記録を現物、あるいはポートフォリオにまとめたも
のを持参してください。パソコン、タブレット端末で閲覧できるものでもかまいません。
写真作品、コマ撮りアニメ、コンピューターアニメーション、実写映像などについては絵コンテなどの中間成果物、
デジタル作品に関しては中間データを確認できる形で持参してください。また、自作フィギュア、学校行事に関
する創作物などの立体作品や、未完成の絵画、イラスト、まんが作品など、その他何でも構いません。
絵を描く受験生は、自由に絵やイラストを描いている「落書きノート」や「スケッチブック」（「40ページ以上のノー
トやスケッチブック、クロッキー帳」または「40ページ（20ポケット）以上のクリアブックにまとめたポートフォリ
オ」）を必ず持参してください。
「スケッチブック」「落書きノート」を見たいのは入試では見られないみなさんの可能性を探すためです。恥ずか
しがらないで、これは入試向きかそうでないかなどと自分で判断せず、日頃描いている「落書き」をなるべくた
くさん持ってきてください。またデッサンのみを持参作品とすることは避けるようにしてください。

生産・工芸
デザイン学科

プロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、クラフト分野に関するものを必ず実物３点以上持参してくださ
い。
作品は、デッサン、絵画、イラスト、デザイン案、図面、模型、彫刻、フィギュア、陶芸、ガラス、金工、写真、
自作の衣服やアクセサリーなどのファッションアイテム等、「受験生本人が制作した実物」です。他に、参考資料
として作品の写真をまとめた「作品ファイル」、文化イベント（文化祭や展覧会など）の企画運営に参加した人は、
その「資料ファイル」なども可とします。

ビジュアル
デザイン学科

デッサン、絵画（油絵、水彩画等）、イラストレーション、イメージ表現、色彩構成、ポスター、写真、映像作品、
立体作品、クロッキー帳やスケッチブックにまとめられたアイデアスケッチやラフスケッチ、自分でデザインした
冊子や絵本など、幅広くビジュアルデザインに関連するものを5〜10点を目安に持参してください。
（デッサンなど、持ち運べる大きさの手描き作品は、現物を持参していただく方が望ましいです）

※持参作品およびPR資料の一部を参考例として選んだものであり、必ずしも、これらの内容に限定するものではありません。
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